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森藤香奈子，佐々木規子，平間理子，下村愉宇子，宮原春美，高尾真未，松本　正：高校「家庭基礎」における遺伝

教育の試み. 日本遺伝カウンセリング学会誌 43(2): 146, 2022.

平山馨子，永橋美幸：帝王切開術後の母親の産後早期の授乳前後の唾液オキシトシン濃度の変化. 日本母性衛生学会学
術集会 63(3): 179, 2022.

舛次萌々子，永橋美幸：産後1か月の母親の育児生活肯定的感情に関連する要因 - 34歳以下と35歳以上の母親を比較し
て -. 母性衛生 63(3): 176, 2022.

仲野宏実，永橋美幸：妊娠期における身体的変化に関する記載行動が 身体感覚と内発的動機づけに与える効果. 大分県
母性衛生学会プログラム :  2022.

森藤香奈子，松本　正，高尾真未，宮原 春美，佐々木規子：生まれてくる子どもの権利-相模原事件とNIPT(無侵襲的
出生前遺伝学的検査)を巡って 高校生に対する無侵襲的出生前遺伝学的検査を教材とした授業実践から考える「子ども
の人権」. 日本児童青年精神医学会総会抄録集 63回: np75, 2022.

佐々木規子，中込さと子，村上裕美， 青木美紀子，浦野真理，柊中智恵子， 酒井規夫，佐藤智佳，玉置知子，御手洗
幸子，渡邉 淳，川目　裕：遺伝看護委員会による第2回遺伝の初歩セミナーの開催報告. 日本遺伝カウンセリング学会
誌 43(2): 100, 2022.

本多直子，森藤香奈子：ビネット法を用いた小児がん経験者への大学生の態度に関する研究. 日本小児看護学会学術集
会講演集 32: 170, 2022.

石橋陽菜，藤田和佳子：乳幼児を育てる母親の心身の健康と健康意識・ライフスタイルの関連. 日本助産学会誌 35(3): 
305-306, 2022.

高田紗矢，永橋美幸：妊娠期から産後1か月の妊産婦とそのパートナーのサポート状況と産 後うつ・対児感情との関
連. 日本助産学会誌 35(3): 119-120, 2022.

松下陽香，永橋美幸：就労妊婦のワーク・ファミリー・コンフリクト(WFC)とセルフケア実践状況との関連. 日本助産
学会誌 35(3): 128, 2022.

吉松沙綺子，宮迫真理佳，吉浦香子，佐々木裕美子，永橋美幸：妊娠期における父親・母親の親性発達と 関連要因に
関する検討. 長崎県母性衛生学会プログラム :  2022.

高尾真未，三浦生子，佐々木規子，平間理子，松尾久美，長谷川ゆり，三浦清徳：長崎大学病院における出生前診断

の遺伝カウンセリングの現状. 第35回 長崎県母性衛生学会総会・学術集会プログラム・抄録集 : 12, 2022.

佐々木規子，宮田海香子，三浦生子， 高尾真未，平間理子，長谷川ゆり，三浦清徳，江藤宏美：長崎大学病院におけ
る羊水検査の現状. 第35回 長崎県母性衛生学会総会・学術集会プログラム・抄録集 : 8, 2022.

佐々木規子：妊婦と家族の主体性を支える. 第35回 長崎県母性衛生学会総会・学術集会プログラム・抄録集 : 18, 2022.

吉田凜花，江藤宏美：はじめての児を迎えた産後早期の家族の睡眠実態と睡眠リズムの変化. 日本看護科学学会学術集
会 42回:  2022.

坂谷愛季，江藤宏美，小橋川直美：哺乳力の弱いことが予測される新生児と母親の産後早期の授乳の実態. 日本母乳哺
育学会雑誌 16(Suppl): 82, 2022.

吉田凜花，江藤宏美：産後早期の2時点での児とその母親の哺乳状態と睡眠の実態. 日本母乳哺育学会雑誌 16(Suppl): 
84, 2022.

板川幸花，江藤宏美：性周期と深部体温計を用いた睡眠・覚醒との関連. 母性衛生 63(3): 172, 2022.

眞鍋えみ子，和泉美枝，宮川幸代，高田昌代，江藤宏美，村上明美：助産実習前OSCEの実用化の試み(3)―標準模擬患
者養成プログラムの紹介―. 母性衛生 63(3): 260, 2022.

和泉美枝，眞鍋えみ子，宮川幸代，高田昌代，江藤宏美，村上明美：専門職者である標準模擬患者の周産期OSCEに対
するフィードバック. 母性衛生 63(3): 259, 2022.

安達　舞，江藤宏美，加藤千穂，長浦由紀，近藤英明：看護大学学生の睡眠・覚醒の諸問題が健康関連QOLに及ぼす
影響. 日本睡眠学会第47回定期学術集会プログラム・抄録集 : 215, 2022.

近藤英明，江藤宏美，加藤千穂，長浦由紀：レストレスレッグス症候群患者におけるビタミンD欠乏と補充療法の効果
に関するシステマティクレビュー. 日本睡眠学会第47回定期学術集会プログラム・抄録集 : 215, 2022.

高橋実紗子，石上眞衣，中村七歩， 志波菜津子，山下　和，江藤宏美：長崎大学におけるナプキン配布モデル校とし
ての活動報告. 助産師 76(2): 27, 2022.

山本真実，江藤宏美，小黒道子，松﨑政代，橋本麻由美，嶋澤恭子，古田真里枝，渡邊浩子，片岡弥恵子：助産師に

よる避妊教育・相談に関する実態調査. 日本助産学会誌 35(3): 416, 2022.

福田沙樹，江藤宏美：妊娠中期以降の妊婦における夜間の胎動の推移. 日本助産学会誌 35(3): 298, 2022.



6

32 .

33 .

34 .

35 .

36 .

37 .

38 .

39 .

40 .

41 .

42 .

43 .

44 .

45 .

46 .

47 .

48 .

49 .

50 .

51 .

52 .

管　恭徹，花田匡利，田中貴子，石松祐二，坂本憲穂，迎　寛，神津　玲：間質性肺疾患患者に対する自己効力感の

評価の試み. 日本呼吸ケア・リハビリテーション学会誌 32(Suppl.): 153s, 2022.

橋本泰匡，荒井淳一，濱崎景子，澤井照光，安武　亨，永安　武：当科における高齢者胃癌手術と合併症の検討. 日本
胃癌学会総会記事 94回: 470, 2022.

荒井淳一，橋本泰匡，濱崎景子，小山正三朗，富永哲郎，野中　隆，松本桂太郎，土谷智史，澤井照光，安武　亨，

永安　武：我々の施設での経験から得たロボット支援下胃切除における標準手技と短期成績. 日本外科学会定期学術集
会抄録集 122回: DP, 2022.

橋本泰匡，荒井淳一，濱崎景子，野中　隆，富永哲郎，石井光寿，小山正三朗，森山正章，片山宏己，西牟田雅人，

丸山圭三郎，田上幸憲，松本桂太郎，土谷智史，澤井照光，安武　亨，永安　武：食道癌に対する食道切除胃管再建

と吻合部合併症の検討. 日本外科学会定期学術集会抄録集 122回: DP, 2022.

西牟田雅人，荒井淳一，濱崎景子，橋本泰匡，野中　隆，富永哲郎，石井光寿，小山正三郎，森山正章，松本桂太

郎，土谷智史，安武　亨，澤井照光，永安　武：pT1N+またはpT2〜3N0胃癌における臨床病理学的特徴ならびに再発
リスク因子の検討. 日本外科学会定期学術集会抄録集 122回: DP, 2022.

野中　隆，富永哲郎，石井光寿，小山正三朗，森山正章，濱崎景子，橋本康匡，荒井淳一，松本桂太郎，土谷智史，

澤井照光，安武　亨，永安　武：直腸癌に対する側方リンパ節郭清におけるロボット支援下手術と腹腔鏡下手術の比

較検討. 日本外科学会定期学術集会抄録集 122回: SF, 2022.

野中　隆，石井光寿，小山正三朗，森山正章，富永哲郎，松本桂太郎，澤井照光，安武　亨，永安　武：右側結腸切

除術を極める CME/CVLを正確に行うために有用な肝彎曲部癌に対する頭側アプローチ. 日本外科系連合学会誌 47(3): 
337, 2022.

徳永直紀，石本裕士，武田和明，村田麻耶子，末原照大，原　敦子，城戸貴志，坂本憲穂，石松祐二，迎　寛：胸膜

癒着術、第XIII因子製剤、気管支充填術で制御しえた抗MDA-5抗体陽性間質性肺炎に伴う難治性気胸. 気管支学 
44(Suppl.): S320, 2022.

永江誠治：ADHD児の服薬アドヒアランス向上への影響要因 エピソード記述分析より. 日本精神保健看護学会学術集会
抄録集 32回: 81, 2022.

森山正章，富永哲郎，野中　隆，橋本泰匡，濱崎景子，荒井淳一，澤井照光，高村敬子，弦本敏行，永安　武：

Cadaver surgical trainingを用いたadvanced surgeryに対する大腸外科医の育成法. 日本消化器外科学会総会 77回: O27, 
2022.

小山正三朗，野中　隆，富永哲郎，石井光寿，森山正章，橋本泰匡，濱崎景子，荒井淳一，澤井照光，永安　武：瘻

孔形成を伴う大腸憩室症に対する腹腔鏡手術症例の検討. 日本消化器外科学会総会 77回: O23, 2022.

富永哲郎，野中　隆，森山正章，小山正三朗，石井光寿，橋本泰匡，濱崎景子，荒井淳一，澤井照光，永安　武：

Oncologically and surgically safe dissectionを目指した頭側アプローチによる腹腔鏡下結腸右半切除術. 日本消化器外科

学会総会 77回: O8, 2022.

野中　隆，富永哲郎，小山正三朗，森山正章，石井光寿，濱崎景子，橋本康匡，荒井淳一，松本桂太郎，澤井照光，

安武　亨，永安　武：他臓器浸潤直腸癌に対する経会陰(経肛門・経腟)アプローチ併用骨盤内臓器全摘術. 日本大腸肛
門病学会雑誌 75(9): A36, 2022.

荒井淳一，田上幸憲，橋本泰匡，濱崎景子，富永哲郎，野中　隆，澤井照光，永安　武：当科における空腸瘻造設関

連合併症の検討. 日本消化器外科学会雑誌 55(Suppl.2): 293, 2022.

和泉美枝，眞鍋えみ子，宮川幸代，高田昌代，江藤宏美，村上明美：助産師学生への陣痛観察場面OSCE導入の試み～
OSCE課題・評価表作成の視点から～. 日本助産学会誌 35(3): 437, 2022.

眞鍋えみ子，和泉美枝，宮川幸代，高田昌代，江藤宏美，村上明美：助産実習前OSCEの実用化の試み(1)－目的・概要

の紹介－. 日本助産学会誌 35(3): 438, 2022.

眞鍋えみ子，和泉美枝，宮川幸代，高田昌代，江藤宏美，村上明美：助産実習前OSCEの実用化の試み(2)－1次トライ
アルによる検討－. 日本助産学会誌 35(3): 439, 2022.

浜崎美和，折口智樹，松浦江美：抑うつ傾向を示す女性関節リウマチ患者のストレス対処への自信と満足度の実態. 九
州リウマチ 42(1): S23, 2022.

堀川新二，浜崎美和，松浦江美：登録リウマチケア看護師の看護実践能力に対する自己評価と活動状況の実態. 九州リ

ウマチ 42(1): S22, 2022.

鄭　暁剛，富永哲郎，野中　隆，高村祐磨，小山正三朗，橋本泰匡，濱崎景子，荒井淳一，上木　望，中島正洋，澤

井照光，永安　武：腹腔鏡下に切除し得た後腹膜傍神経節腫の1例. 日本大腸肛門病学会雑誌 75(9): A240, 2022.

富永哲郎，野中　隆，小山正三朗，高村祐磨，橋本泰匡，濱崎景子，荒井淳一，澤井照光，永安　武：局所進行脾彎

曲部結腸癌に対する頭側をベースとした多角的アプローチ. 日本大腸肛門病学会雑誌 75(9): A40, 2022.
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三原美希，藤田和佳子，上野和美：当院におけるマジックベッドを用いた婦人科ロボット支援下 手術に対する看護師
の取り組みと患者への影響. 日本婦人科ロボット手術学会 10回: O20-2, 2022.

吉田浩二：看護職のはたす役割～放射線の医療現場および福島原発事故に関わった経験から～. 日本放射線看護学会学

術集会・抄録集 11回: 20, 2022.

三原美希，藤田和佳子，上野和美：当院におけるマジックベッドを用いた婦人科ロボット支援下 手術に対する看護師
の取り組みと患者への影響. 日本婦人科ロボット手術学会 10回: O20-2, 2022.

白石斗士雄，富永哲郎，野中　隆，竹下浩明，角田順久，福岡秀敏，黨　和夫，田中賢治，澤井照光，永安　武：S状
結腸癌手術における経肛門ドレーン留置に関する検討－後方視的多施設共同研究、IPW用いて－. 日本消化器外科学会

総会 77回: O6, 2022.

成田真樹子，山口智美，黒田裕美：コロナ禍における高齢者の豊かさとQOLの変化 長崎市の高齢者を対象として. 日本
医療情報学会看護学術大会論文集 23回: 207-210, 2022.

大山祐介：あなたのキャリアビジョンはどう描く?　臨床の看護師から看護教員、再びちょこっと臨床様々な場所での

経験からキャリアビジョンを描く. 日本クリティカルケア看護学会学術集会抄録集 18回: PC3-01, 2022.

本田智治，大山祐介，久間朝子，山本小奈実，須田果穂，田戸朝美：気管挿管患者を人とつなぐコミュニケーション

の技　人工呼吸器装着患者とのコミュニケーション方法の実態と関連要因. 日本クリティカルケア看護学会学術集会抄
録集 19回: SY14-03, 2022.

山下和範，大山祐介，南嶋里佳，小森悠二，野中良恵，白石華怜：長崎市における学会認定資格者と地域との関係構

築について. 日本災害医学会総会・学術集会 27回: O12-6, 2022.

本田智治，辻　麻由美，吉田浩二：九州圏内の救命救急センターに所属する看護師の代理意思決定支援実践に影響す

る要因の検討. 日本看護科学学会学術集会抄録集 42回: 368, 2022.

吉田浩二，越道　格，庄野桃子，松田知奈都，溝口由莉，酒瀬川政孝，太田詩織，新北小春，德丸藍子，井手みの

り，辻　麻由美：年代別に見た高齢者に関する知識とイメージ . 日本老年看護学会学術集会抄録集 27回: 172, 2022.

吉田浩二：原子力災害医療の知識とスキルを習得するための看護師向け教材開発の取り組み. 日本災害医学会総会学術
集会・抄録集 27回: 435, 2022.

吉田浩二：看護職のはたす役割～放射線の医療現場および福島原発事故に関わった経験から～. 日本放射線看護学会学

術集会・抄録集 11回: 20, 2022.

佐々木規子：リレーエッセイ①『多様性』と『唯一性』を伝える遺伝教育～長崎大学遺伝教育プロジェクト～. 日本遺
伝カウンセリング学会誌 43(1): 53-54, 2022.

花田匡利，及川真人，名倉弘樹，竹内里奈，石松祐二，城戸貴志，石本裕士，坂本憲穂，迎　寛，神津　玲：間質性

肺疾患に対する呼吸リハビリテーションの課題と展望 Conの立場から. 日本呼吸ケア・リハビリテーション学会誌 
31(1): 93-98, 2022.

黒田裕美，田中準一：【新カリキュラム対応で新たに開発された「基礎看護学」&「地域・在宅看護論」のシラバスを

探る】(Part1.)各教育機関の新たな「基礎看護学」のシラバスを知る 臨床看護学実習Iの新たな取り組み. 看護展望 
47(4): 311-314, 2022.

松尾　薫，上野和美，江頭あや子，山崎綾乃，野瀬有生，岩本尚子：セツキシマブ投与皮膚障害の患者支援に向けた

看護師教育の施行. 日本看護研究学会九州・沖縄地方学会学術集会 26回: P6, 2022.

江藤宏美：助産師の「アドバンス助産師」による継続教育システムと多職種連携教育. 日本薬理学雑誌 157(6): 411-
415, 2022.

藤田和佳子：助産教育の新たな挑戦 明日の助産師を育むために全国各地の個性豊かな教育現場を紹介します!(第1回) 
ハイリスク助産診断・ケア学 長崎大学大学院修士課程リプロダクティブヘルス分野助産師養成コース. ペリネイタルケ
ア 41(4): 379-381, 2022.

橋本泰匡，荒井淳一，濱崎景子，野中　隆，富永哲郎，石井光寿，森山正章，澤井照光，安武　亨，永安　武：腹腔

洗浄細胞診陽性胃癌に対する治療方針の検討. 日本消化器外科学会総会 77回: P035, 2022.

石井光寿，富永哲郎，野中　隆，角田順久，竹下浩明，福岡秀敏，黨　和夫，田中賢治，澤井照光，永安　武：直腸

癌術後縫合不全に対する経肛門ドレーン留置の有用性および一時的人工肛門との併用. 日本消化器外科学会総会 77回: 
O6, 2022.
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　論文研究業績集計表 

論文総数に係る教員生産係数一覧

Impact Factor値一覧

欧文論文総数 教員生産係数 SCI 掲載論文数

（SCI 掲載論文）

0.353 1.548 0.833 1.290

総計

0 0 2 2 0 9 76

B-b B-c B-d B-eA-d

A-a A-b

ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ

A-b

学会

合計 総計

2022 42 0 0 0 6 4048 9 0 2 4 73 88

A-c

87

136

論文数一覧

A-a A-b A-e SCI合計 B-a

2022

Impact Factor 教員当たりのImpact Factor 論文当たりのImpact Factor

105.700

85

学会発表数一覧

教員生産係数

論文総数 （欧文論文） 欧文論文総数

合計

3.410 2.643

B-a B-b

ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ

B-b

学会

合計

2022

2022


